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教職希望学生が認知する教師適性と教師効力感

前原武子＊稲谷ふみ枝騏＊金城育子顛蝋＊

（1996年９月30曰受理）

教職希望学生が教師の適性をどう認知するのか，その適性を自分がどれほど保有していると認識す

るのか，そして，どのような自己特性が，将来の教師像としての教師効力感につながるのか検討した。

その結果，教師の適性として認知される対人関係能力と，運動能力（男子），勤勉さ（女子）を自己

の特性として認識することが教師効力感につながることを見出した。

背景と目的

子どもの個性を生かす教育の必要性が叫ばれ

ているが，教師の個性は教師の資質として重要

であろうか。

われわれがそのような疑問をもった理由は，

先の研究結果にある。前原・金城（1996）は，

教職を希望する学生を対象に，自己のどの側面

が将来の有能な教師としての自己像につながる

のか検討した。その結果，男女学生が，対人・

知的側面と責任感に関する自己評価が教師効力

感（teachingefficacy）に正の影響力をもつ

ものの，加えて，女子学生においては，個性的

な生き方の側面が教師効力感に負の影響力をも

つことが明らかにされた。そして，その結果は，

彼らが過去に個性を生かす教育を受けてきたと

いう実感をもてなかったり，獲得された女性役

割により，個性的であることが女性教師の資質

として認識できなかったりすることからくるの

ではないかと推測されたのであった。

はたして，教職を希望する女子学生は，個性

的である自己の特性を教師の資質として認知し

ていないのだろうか。もしそうなら，彼らは将

来，個性教育を効果的に実践することに困難を

きたすことになるだろう。個性教育の重要性が

強調される中で，女子学生に対する教員養成の

あり方も課題となる。そこで，本研究は，先に

われわれが見出した教師効力感と自己評価の関

連`I生を再確認し，さらに教職希望学生が，望ま

しい教師としての資質をどう考えているのか検

討することを主な目的とする。

教師の資質として，効果的な学習指導や学級

経営などの実務的な能力が重要であることはい

うまでもない。そのような実務能力は客観的に

査定されることもあろうが，教師自身が予期す

る教育実践に関する自己効力（教師実務を効果

的に遂行するために自分は努力を払うことがで

きるという予期，ここでは教師効力感と呼ぶ）

によっても理解される。教師効力感の予測妥当

性については，WoolfolkandHoy（1990）に

よって検討されてきた。われわれ(前原・金城，

1996)は，教職を希望する学生を対象に，将来

の自己像としての教師効力感をとりあげ，それ

に及ぼす自己評価特性を明らかにしたのであっ

た。その結果から，彼らが認知する教師資質の

特徴を推測することができる。すなわち，対人・

知的能力と責任感を高く自己評価することが教

師効力感を高めるという，その結果は，それら

特性が教師の適性として認知されていることを

*琉球大学教育学部＊*琉球大学大学院教育学研究科＊韓琉球大学教育学部非常勤講師

-43-



年の自分を予想して下さい」の教示のもとで評

定が求めれた。

自己評価の測定前原・金城（1996）で

使用された28項目に修正，追加した51項目。そ

のうち，因子分析の結果，解釈可能な７因子を

抽出し，各因子の負荷量が高い40項目を採用し

た。各項目に「あなた白身どのくらいあてはま

るか」の質問によって評定が求められた。

認知された教師適性の測定自己評価尺

度と同一の項目について，「教師としてどれく

らい重要であるか」について評定を求めた。そ

のうち，因子分析の結果，自己評価尺度と同一

の７因子に含まれる項目を採用した。

いずれの尺度も，「非常にあてはまる」から

｢全くあてはまらない」までの５点評定により

測定された。

示唆している。また，個性的である自己の特性

が教師効力感を低下させるということは，彼ら

がその特性を教師の適性として重要視していな

いことを示唆するものである。彼らは，過去の

学校関連経験をもとに優れた教師の特性につい

て認識し，その特性を自分が有していることを

認識し，したがって，高い教師効力感をもつこ

とができたはずだ。その推測の妥当性を検討し，

教職希望学生が認知する教師適性の特徴を明ら

かにするためには，彼らが自己の諸側面をどう

評価するのか吟味する必要がある。

自己評価尺度は，これまでもいくつか考案さ

れている（たとえば，Harter，1988）が，認知

された教師資質との関係を検討するためには，

自己特性と教師適性を同じ次元で測定できる尺

度の作成から出発する必要がある。井上（1989）

は，教員養成系大学生が自己のパーソナリティ

をどのようにとらえているか，また教師として

望ましいパーソナリティについて彼らがどうと

らえているかを調べ，両者に若干の相違がある

ことを明らかにした。しかし，両者の関係につ

いては検討されなかった。本研究では，まず，

自己評価尺度と，それに対応する認知された教

師適性尺度を作成する。そうすることによって，

教師効力感に貢献する自己特性が，教師適性と

して認知されたものであることを確認すること

ができよう。

結果

自己評価尺度および認知された教師適性尺度

の各40項目についてあらためて因子分析（バリ

マックス，直交回転）を行った結果を，表１に

示す。自已評価に関しては，第１因子が，社交

性に優れる，人とのつきあいが方がうまいなど

の項目に高い負荷量がみられることから，「対

人関係の因子」と命名できる。第２因子は，父

親や母親など家族の側面に負荷が高いことから

｢家族因子」と命名する。第３因子は，まじめ，

勤勉などを含む「勤勉因子」，第４因子は，運

動神経や体力などを含む「運動因子」，そして

第５因子は，個性的な生き方や自分らしさへの

こだわりなどを含む「個性因子」として命名で

きる。さらに，第６因子はおしゃれや服装のセ

ンスなど「スタイル因子」，そして第７因子は

｢知的能力因子」として命名することができる。

それら７つの因子での説明力は53.11％であっ

た。

それらの因子は，認知された教師適性尺度で

は抽出順序に違いがみられ，表２に示すとおり，

第１因子が「家族」，第２因子が「勤勉」，第

３因子が「対人関係」，第４因子から第７因子

方法

被験者Ｒ国立大学学生379名（男子157

名，女子222名）。教育学部197名，法文学部９２

名，理学部93名からなる。２年生対象教職科目

｢教育心理学」の講義オリエンテーション時に

参加した者。

教師効力感の測定Woolfolk＆Ｈｏｙ

(1990）による教師効力感尺度のうち教師一般

の力量に関する項目を除いた個人の教育実践効

力感に関する12項目。それは,すでに前原(1994)，

前原・金城（1996）によって吟味，採用されて

きたものであり，「教職について最初の１，２
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表１．自己評価尺度の因子分析
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熱中できる趣味がある
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６
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●

』
一
一
一
』
』

(､42）
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９
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８
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頭の回転が早い
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-６７

－６１

－５６

寄与率（％）

累積寄与率（％）
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表２．教師評価尺度の因子分析
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表３教師効力感を目的変数とした重回帰分析 がそれぞれ「運動」，「スタイル」，「個性」，

「知的能力」であった。それら７因子による説

明力は47.47％であった。

自己評価および教師適性の各因子に含まれる

､項目の平均得点を示したものが図１と図２であ

る。自己評価に関しては，「個性」（t＝5.53)，

「対人関係」（t＝2.51)，「勤勉」（t＝2.65)，

｢運動」（t＝6.79)，「スタイル」（t＝2.60)，

｢知的能力」（t＝6.64)，いずれの側面も男子が

女子より有意（p<Ｃｌ）に得点が高かった。認

知された教師適性に関しては，「勤勉」だけが

有意に女子＞男子（t＝3.45,ｐ<､01）であった。

因子間の平均値をみると，自己評価も認知され

た教師適性も，男女ともに「対人関係」，「勤

勉」，「知的」が上位にあり，次いで「個性」

が上位にあった。

表３は，性別に，教師効力感を目的変数，自

己評価を説明変数として重回帰分析を行った結

果である。予想に反し，女子においても，「個

性」的であることが教師効力感に否定的影響力

男子標準偏回帰係数 F値

対人

家族

責任

運動

個性
スタイル

知性

５
７
７
９
６
３
３

２
０
０
１
１
０
０

●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
一
一

6.08＊
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0.62

4.13＊

3.00＋
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0.14

女子標準偏回帰係数 F値

対人

家族
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個性
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0.06

0.19

0.01

0.10

0.04

0.11
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0.70

8.09＊＊

0.03

1.80

0.30
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表４自己評価と認知された教師適性との相関（上段男子、下段女子）

認知された教師適性

対人家族勤勉運動個性スタイル知的

対人 0.38

0.32

0.25

0.22

0.24

0.16

0.31

0.17

0.27

0.20

0.19

-0.02

020

0.12

家族 0.24

0.22

0.52

0.44

0.09

0.11

0.04

0.14

0.06

020

-0.03

０．０３

0.07

0.14
自

勤勉 0.27

0.22

0.11

0.16

049

0.29

0.19

0.12

022

0.15

0.16

0.06

0.24

0.14
己

運動 0.24

023

0.20

0.12

0.25

0.18

042

0.31

0.34

016

0.23

0.01

0.30

0.00

評

個性 0.22

0.17

0.17

020

0.25

0.05

0.20

0.08

0.36

0.29

0.18

-0.03

0.21

-0.06

価

スタイル 0.19

0.17

012

-0.01

0.02

0.11

0.35

0.17

0.28

0.07

0.40

0.15

0.24

0.14

知的 0.08

0.10

0.27

023

0.09

0.08

0.29

0.17

0.23

0.14

0.22

0.18

0.31

0.26
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しかし，本研究は，教職希望の女子学生が自已

を個性的であると認識するほど教師効力感の低

下を示すとの先行研究（前原・金城，1996）結

果から出発したため，彼らが教師の資質として

個性を低く見積もるのではないかという予想を

確認することに主な関心をおいた。しかしなが

ら，得られた結果は予想に反するものであった。

教師適性すべての認知に性差がないばかりか，

先行研究と異なり，個性が教師効力感に否定的

影響をもつことも確認されなかった。その結果

をどう解釈すればいいのだろうか。先行研究の

資料収集は1992年４月であり，本研究の調査実

施は1996年10月であったが，その４年半の間に，

その予想を覆す何があったのだろうか。たしか

に，その間，学校では個性教育の重要性が強調

され，家庭でも子どもの個性を重視する風潮が

続いてきた。その効果が本研究結果に反映され

たのだろうか。いずれにせよ，もはや，個性的

である女子学生の教師としての将来像に特別の

暗雲はなさそうだ。しかしながら，男女ともに，

個性的であることの自己評価と教師資質として

個性を重視する度合いの間に正の相関がありな

がら，個性的であることが教師効力感に肯定的

影響力を示さなかったことは，今後の個性教育

にとって明るい材料とはいえない。

一方，女子学生も，男子学生と同程度に，将

来教師としての実務を有能にこなすことができ

るという教師効力感をもっていた。その背景に

は，彼らが，教師として重要な資質と思われる

特性を自分自身が有しているという認識があっ

た。特に対人関係に関する自己評価が高いほど

教師効力感が高いという結果は，対人関係に関

する自己評価と認知された教師適性との正の相

関係数から，教師の重要な資質である対人関係

能力を自分が有しているとの認識によるもので

あるといえる。また，男子においては運動能力

に関する自己評価が，女子においては勤勉さに

関する自己評価が教師効力感に影響するという

結果は，その特性が教師の適性として認知され，

その特性を自分が有していることを認識してい

るからであることが，両者の相関係数から分か

Fig.１自己評価

Fig.２認知された教師適性

をもつという結果は得られなかった。女子にお

いては，「対人関係」と「勤勉」が，また男子・

においては，「対人関係」と「運動能力」が，

教師効力感に肯定的な影響力をもつことが明か

である。男子における「運動能力」の効果は，

先行研究ではみられなかった結果である。

表４は，自己評価と認知された教師適性との

相関を性別に示したものである。認知された教

師適性の側面とその側面の自己評価が高い相関

関係にあることが分かる。

考察

本研究は，教職希望学生が，性の違いによら

ず，教師の適性として対人関係，勤勉さ，知的

能力に次いで個性を重要視していることを見出

した。教師の仕事が多岐にわたることを考慮す

れば，教師の資質も多面的に検討すべきである

ことはいうまでもない。これまでも，異なる視

点から検討が試みられてきた（井上，1990）。

－４８－
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本研究は，教師の資質として，特に対人関係

の重要性を見出した。それは，異なる研究領域

における報告（畠瀬，1980,1981；田崎，1984）

と同じ方向にある。

引用文献

Harter，S1988Manualfortheself-percep-

tionprofileforadolescents・Univ､ofDenver・

畠瀬稔１９８０エンカウンター・グループ

経験による教師の対人能力の促進に関する研究

（１），曰本心理学会第44会，第45会大会発表

論文集，642．

畠瀬稔１９８１エンカウンター。グループ

経験による教師の対人能力の促進に関する研究

(Ⅱ），曰本心理学会第45会大会発表論文集，

657・

井上正明１９８９教員養成系大学生からみた 8２，８１－９１．

－４９－


